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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木、日曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

8月
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

　キク科の一年草で、高さ2メートルくらいまで成長

し、夏に大きな黄色の花を咲かせる。

　和名「向日葵」の由来は、太陽の動きにつれてその

方向を追うように花が回るといわれたことから。

　この写真は、作手市場地区のつくで高原ひまわり迷

路で撮影しました。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

茶臼山厚生病院�(富沢)

米田内科�（平井）

ながしのクリニック�（長篠）

荻野医院�（長篠）

緑が丘診療所�(緑が丘)

くまがい医院�(富永)

織田医院�(下吉田)

宮本病院�(海老)

のだクリニック（中市場）

あいきょうクリニック�(大野田)

おさだファミリークリニック(本町)

中根医院�（本町）

しんしろフィットクリニック(川路)

星野病院�(大野)

むらまつ内科�（東新町）

高木内科医院�（栄町）

米田内科�（平井）

内山医院�(平井)

のだクリニック（中市場）

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

中村医院�（的場）

今泉病院�(栄町)

内山医院�(平井)

ほうらいクリニック�(大野)

高木内科医院�（栄町）

むらまつ内科�（東新町）

茶臼山厚生病院�(富沢)

ちさと医院�（杉山）

星野病院�(大野)

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

静巌堂医院�（副川）

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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地
　
区

6月届出分
元気でよい子に…

※6月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

3歳（平成18年5月6日生）

父　松山修也さん・母　春香さん（鳳来・上吉田）

2歳（平成19年1月2日生）竜一くん
まつやまのぶや はる か

父　宮野正人さん・母　裕子さん（鳳来・内金下）

みやのまさひと ゆう こ

りゅう い ち

き　 さ きこ う 　 や

じ
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

　
番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週

　
間
ご
と
に
更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

7
月
29
日

　
～

8
月
5
日

8
月
5
日

　
～

8
月
12
日

8
月
12
日

　
～

8
月
19
日

8
月
19
日

　
～

8
月
26
日

8
月
26
日

　
～

9
月
2
日

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会

・
東
郷
中
学
校
　
3
週
目

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

・
市
政
番
組
編
成
委
員
と

 
レ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
（
拡
大
枠
8
分
）

・
東
郷
中
学
校
　
4
週
目

・
愛
知
県
山
村
花
き
品
評
会

・
巴
小
学
校
　
1
週
目

・
ニ
ュ
ー
ス
・
英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

・
新
城
納
涼
花
火
大
会

・
巴
小
学
校
　
2
週
目

・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
（
小
沼
麻
衣
子
）

・
サ
マ
カ
ン
’09

・
巴
小
学
校
　
3
週
目

・
健
康
教
室
紹
介
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
7
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

紘也くん
6歳（平成15年4月28日生）

貴咲ちゃん（左） （右）
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平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
市
政
番

組
は
、
市
職
員
7
人
が
、
市
政
番
組
編
成
委
員
と
し
て
番
組
編

成
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
放
送
開
始
か
ら
1

年
が
経
過
し
、
市
職
員
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
市
政
番
組
編
成

委
員
と
し
て
制
作
部
門
に
携
わ
る
こ
と
で
、
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
の
発
信
、
市
民
が
見
た
く

な
る
番
組
作
り
、
市
民
と
市
役
所
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
4
月
号
の
広
報
紙
で
3
人
の
市
政

番
組
編
成
委
員
を
一
般
公
募
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
5
人
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
3
人
の
市
政
番
組
編
成
委
員
と
2
人
の
レ
ポ
ー
タ
ー
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

新しいケーブルテレビ市民編成員

小
さ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
ま
で
お
伝
え
し
ま
す

市政番組編成委員　

　　　小沼麻衣子（新城・平井）

レポーター

　どりあ・山�ランサム（新城・東新町）

レポーター

　�尾惠子（新城・緑が丘）

市政番組編成委員

　　松島　努（新城・東新町）

市政番組編成委員

　　　原田彩千子（新城・吉川） じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

●問
■本

　
は
じ
め
ま
し
て
の
方
も
、
そ
う
で
な
い

方
も
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
市
の
番
組
作
り
に
か
か
わ
れ
る
こ
と
を
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
新
城

の
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
ま
で
、
幅
広
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
人
た
ち
の

橋
渡
し
役
を
務
め
ま
す

　
新
城
大
好
き
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
大
好

き
で
す
。

　
こ
の
二
つ
に
同
時
に
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
最
高
に
幸
せ
で
す
。
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
進
む
国
際
化
の
中
で
、
市

内
に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
た
人
た

ち
と
皆
さ
ん
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「『いいじゃん新城』ってい
いじゃん！」と言ってもらえる
よう、10人のナビゲーターと2
人のレポーターが、新城の魅力
を情報満載で、毎週タイムリー
にお届けします。
　皆さん、お見逃しなくご覧く
ださい。

新
城
に
あ
る
「
に
お
い
」
を

お
伝
え
し
ま
す

　
こ
の
新
城
に
は
「
に
お
い
」
が
あ
り
ま

す
。
山
の
に
お
い
、
川
の
に
お
い
、
風
の

に
お
い
、
も
ち
ろ
ん
桜
の
に
お
い
。
そ
し

て
、
伝
統
の
に
お
い
。
そ
う
い
う
、
こ
と

ば
で
は
な
く
感
じ
る
心
も
一
緒
に
お
伝
え

で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

　
責
任
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

自
分
へ
の
挑
戦
を
し
ま
す

　
市
内
に
住
ん
で
30
年
以
上
に
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
地
元
の
事
も
知
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
勉
強
し
た
い
と
思
い
、
自

分
へ
の
挑
戦
の
気
持
ち
も
あ
り
、
応
募
し

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
観
て
も
ら
え
る
よ

う
な
ご
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

名
付
け
親
と
し
て
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
す

　
新
城
で
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
「
サ

ー
ク
ル
活
動
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

な
ど
身
近
な
所
で
レ
ポ
ー
ト
し
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
の
名
付
け
親
と

し
て
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
、
そ

し
て
番
組
が
長
く
続
い
た
ら
、
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

た
ず
さ

お　ぬま　ま い こ

や ま ざ きは す お け い こ

まつしま　　つとむはら　だ　さ ち こ
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東
三
河
地
域
の
人
々
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
豊
川
の
水

　
豊
川
は
流
域
面
積
の
二
倍
近
い

地
域
の
水
需
要
を
支
え
、
水
道
水

や
こ
の
東
三
河
地
域
の
農
業
を
は

じ
め
と
し
た
産
業
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
温
暖
な

気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

下
流
市
町
で
は
市
町
村
別
農
業
算

出
額
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な

っ
て
い
ま
す
。

渇
水
に
な
り
や
す
い
豊
川

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
流
域
面

積
が
狭
く
川
の
長
さ
も
短
い
た
め
、

降
っ
た
雨
は
短
時
間
で
海
に
流
れ

て
し
ま
い
、
安
定
的
に
水
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
河
川
と
比
較
し
、

流
域
の
必
要
な
水
の
量
に
対
し
、

貯
水
施
設
が
少
な
い
た
め
、
た
め

て
お
け
る
水
量
も
少
な
く
、
雨
が

降
ら
な
い
日
が
続
く
と
水
の
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
渇

水
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
渇
水
時
に
は
河
川
流
量
が
著
し

く
減
少
し
、
大
野
頭
首
工
下
流
で
は
、

た
び
た
び
瀬
切
れ
が
起
こ
る
こ
と
で
、

河
川
環
境
や
そ
こ
に
生
息
す
る
生

物
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
頻
繁
に
取
水
制
限

を
行
う
た
び
に
、
水
道
水
が
出
に

く
く
な
っ
た
り
、
工
場
の
生
産
調

整
を
し
た
り
、
農
産
物
の
育
ち
が

悪
い
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う

　
限
り
あ
る
水
資
源
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
に
、
水
の
大
切
さ
を
考
え
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
渇
水

の
と
き
ば
か
り
で
な
く
、
毎
日
の

生
活
の
な
か
で
水
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

テ
ー
マ
「
将
来
を
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
水
を
大
切
に
使
う
社
会
へ
」

豊かな自然に育まれた豊川の流れ

川底が露出する大野頭首工下流のようす

家
庭
で
で
き
る
節
水
方
法

★
風
呂
の
残
り
湯
を
有
効
活
用

　
す
る
。

★
蛇
口
を
こ
ま
め
に
閉
め
る
。

★
雨
水
を
た
め
て
使
う
。

★
洗
車
は
流
し
っ
放
し
で
行
わ

　
な
い
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
豊
か
な
森
林
を
有
し
、
豊
川
を
は
じ
め
と
し
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
は
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
つ
く
り
、
多
様
な
文
化
や
産
業
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る

水
で
す
が
、
水
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
と
っ
て
限
り
あ
る
大
き
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
水
の
週
間
を
迎
え
、
皆
さ
ん
も

水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

企
画
課
　
�
23
‐
7
6
2
0

ひ

ん

ぱ

ん

●問
■本
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形　　　式

堤　　　高

流 域 面 積

椹 水 面 積

総貯水容量

重力式コンクリートダム

約129m

約62�

約3�

9,800万�

　
平
成
21
年
２
月
５
日

（木）
、
国
土

交
通
省
中
部
整
備
局
長
、
愛
知
県

知
事
、
設
楽
町
長
が
出
席
し
、
設

楽
ダ
ム
建
設
同
意
に
関
す
る
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、

市
で
は
受
益
地
と
し
て
下
流
市
町

と
と
も
に
応
分
の
負
担
を
し
て
い

き
ま
す
。

設
楽
ダ
ム
の
役
割
っ
て
何
で

す
か
？

★
新
た
な
水
資
源
の
開
発
を
行
い

　
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
東
三
河
地
域
で
は
豊

川
か
ら
主
に
豊
川
用
水
を
通
じ
て

水
が
供
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
、
年
間
降
水
量
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
雨
の
多
い
年
と
少
な
い

年
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
不
足
が
起
き
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
は
新

た
な
水
源
を
確
保
し
、
利
用
可
能

な
水
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
川
の
は
ん
ら
ん
を
防
ぎ
ま
す
。

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
大
雨

は
河
川
の
流
量
を
急
激
に
増
大
さ

せ
る
た
め
、
豊
川
流
域
で
は
こ
れ

ま
で
も
洪
水
の
は
ん
ら
ん
に
よ
っ

て
大
き
な
被
害
を
何
度
も
受
け
て

き
ま
し
た
。
設
楽
ダ
ム
は
大
量
の

水
が
一
度
に
豊
川
に
流
れ
出
さ
な

い
よ
う
洪
水
を
調
節
す
る
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

★
河
川
環
境
の
保
全
と
流
量
の
確

　
保
を
行
い
ま
す
。

　
設
楽
ダ
ム
で
は
、
雨
が
降
っ
た

時
に
た
め
て
お
い
た
水
を
使
っ
て
、

10
年
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割
合
で
お

こ
る
渇
水
時
に
も
豊
川
に

一
定
量
の
水
を
流
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
年
を
通

し
て
川
に
一
定
量
の
水
を

流
す
こ
と
は
、
動
植
物
な

ど
の
生
態
系
や
河
川
景
観

を
保
全
す
る
こ
と
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

出典／設楽ダム工事事務所パンフレットEL=標高

設楽ダムは、総貯水容量9,800万�、ダムの高さ約129mの重量式コンクリートダムです。

■ ■ ダム・貯水池諸元■ ■ 貯水池容量配分図

設楽ダムの概要



広報しんしろ［ほのか］　2009.8 8

保
険
医
療
課
　
�
23
‐
7
6
2
5
　
　
介
護
高
齢
課
　
�
23
‐
7
6
8
8
　
　
市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
1
　
　
市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世

帯
の
負
担
を
「
軽
減
」
す
る
目
的
で
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
在
、
医
療
や
介
護
に

支
払
っ
た
１
カ
月
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
医
療
は
「
高

額
療
養
費
制
度
」
、
介
護
は
「
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
」
と
そ
れ

ぞ
れ
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
て
、
両
制
度
そ
れ
ぞ
れ
の

適
用
を
受
け
、
さ
ら
に
自
己
負
担

合
計
額
が
、
１
年
間
で
一
定
の
上

限
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
医
療

保
険
か
ら
「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

が
、
介
護
保
険
か
ら
「
高
額
医
療

合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
】

　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、
計
算
期

間
（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）

に
か
か
っ
た
自
己
負
担
額
の
合
計

が
別
表
の
金
額
を
超
え
る
世
帯
。

　
支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者

の
方
に
は
、
11

月
〜
12

月
こ
ろ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

―
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
―

※
住
民
基
本
台
帳
上
で
は
同
一
世

　
帯
で
あ
っ
て
も
、
計
算
期
間
の

　
末
日
（
７
月
31
日
）
に
加
入
し

　
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康

　
保
険
、
被
用
者
保
険
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
制
度
）
が
異
な
る
場

　
合
は
別
々
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
へ
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

※
計
算
期
間
（
毎
年
８
月
か
ら
翌

　
年
７
月
）
の
医
療
保
険
お
よ
び

　
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
対

　
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
初
年

　
度
の
計
算
期
間
は
、
平
成
20
年

　
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
ま
で

　
の
16
カ
月
が
対
象
と
な
り
ま
す

　
の
で
（
　
）
内
の
金
額
に
な
り

　
ま
す
。

※
16
カ
月
で
計
算
し
た
支
給
額
よ

　
り
、
12
カ
月
で
計
算
し
た
支
給

　
額
が
多
い
場
合
に
は
、
12
カ
月

　
で
計
算
し
た
支
給
額
と
な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
④
低
所
得
者
Ⅰ
区

　
分
の
世
帯
で
介
護
保
険
の
利
用

　
者
が
複
数
い
る
場
合
、
介
護
保

　
険
か
ら
の
支
給
は
世
帯
で
31
万

　
円
（
41
万
円
）
の
限
度
額
で
計

　
算
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
額
が
500
円
以
上
の
場
合
に

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

① 現役並み所得者

② 一般

③ 低所得者Ⅱ

④ 低所得者Ⅰ

67万円
（89万円）

56万円
（75万円）

31万円
（41万円）

19万円
（25万円）

67万円
（89万円）

56万円
（75万円）

31万円
（41万円）

19万円
（25万円）

126万円
（168万円）

67万円
（89万円）

34万円
（45万円）

区　　分

長寿医療

（後期高齢者医療）

制度＋介護保険

70歳～74歳

の方がいる世帯

７０歳未満の方

がいる世帯

国民健康保険＋介護保険

（別表）高額医療・高額介護合算制度における世帯の負担限度額（年額）

①　現役並み所得者：70 歳以上で市民税課税所得が 145 万円以上の方がいる

　　　　　　　　　　世帯（70 歳未満の方がいる世帯については上位所得者：

　　　　　　　　　　合計所得が 600 万円を超える世帯）

②　一般　　　　　：①③④の区分に含まれない世帯

③　低所得者Ⅱ　　：市民税非課税で、④低所得者Ⅰ以外の世帯

④　低所得者Ⅰ　　：市民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除

　　　　　　　　　　（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引

　　　　　　　　　　いたとき 0 円となる世帯
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制度名

情報公
開制度

個人情
報保護
制　度

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
7
月

31

日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
、
8

月
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険

証
は
、
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
お

届
け
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
り
時

　
に
押
印
ま
た
は
、
署
名
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。
配
達
で
き
な
か
っ
た

　
保
険
証
は
市
役
所
へ
返
還
さ
れ
ま

　
す
の
で
、
8
月
に
な
っ
て
も
保
険

　
証
が
届
か
な
い
場
合
に
は
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

保険証の色が、桜色から
若草色に変わります

現在の保険証

新しい保険証

　
有
効
期
限
が
7
月
31
日
の
減
額

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
8
月
以
降

も
対
象
と
な
る
方
（
住
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の

方
で
す
）
に
は
7
月
下
旬
に
新
し
い

減
額
証
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
減
額
証
が
必
要

と
な
る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
減
額
証
と
は
？

　
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
す
る
場

　
合
、
減
額
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

　
よ
っ
て
食
事
代
の
減
額
を
受
け
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
1
食
に
つ

　
き
260
円
の
負
担
額
が
、
210
円
ま
た

　
は
100
円
に
な
り
ま
す
）

　
情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
市
政

に
関
す
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公

開
す
る
こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
う
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
利

益
を
保
護
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
公
正
な
市
政
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
新
城
市
情
報
公
開
条

例
お
よ
び
新
城
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
開
示
の
実
施
状

況
を
年
１
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

保
険
医
療
課
　
�
23
‐
7
6
2
5
　
　
市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
1
　
　
市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

総
務
課
　
�
23
‐
7
6
1
1

実施機関

市　長

教　育
委員会

―

請
求
件
数

8

3

0

3

1

0

4

2

0

1

0

0

全部
開示

部分
開示

非
開示

開示の状況

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

平
成
20
年
度
の
状
況
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市
で
は
、
市
内
企
業
お
よ
び
商

店
街
な
ど
の
振
興
と
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告

枠
を
設
け
ま
す
。

募
集
要
項

掲
出
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp
/

　
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

　
広
告
枠
は
、
ペ
ー
ジ
右
上

ア
ク
セ
ス
件
数

　
月
平
均
約
２
０，
０
０
０
件

※
こ
の
デ
ー
タ
は
参
考
で
あ
り
、

　
毎
月
の
ア
ク
セ
ス
件
数
を
保
証

　
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
額
広
告
料
（
１
枠
）

　
１
０，
０
０
０
円
（
税
込
）

枠
数

　
５
枠
（
空
き
枠
の
募
集
を
随
時

　
行
っ
て
い
ま
す
）

掲
出
期
間

　
１
カ
月
単
位
で
の
申
し
込
み
が

　
で
き
、
掲
出
希
望
月
数
の
多
い

　
も
の
を
優
先
し
ま
す
。
同
条
件

　
の
申
込
者
が
多
数
あ
る
場
合
は
、

　
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
広
告
切
替
日
が
休
日
に
あ
た
る

　
場
合
は
、
日
数
が
増
減
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
申
込
書
（
様
式
第
１
号
）
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
、
掲
出
を
希

　
望
す
る
月
の
前
月
10
日
ご
ろ
ま

　
で
に
、
じ
ょ
う
ほ
う
課
ま
で
お

　
送
り
く
だ
さ
い
。

※
提
出
前
に
必
ず
関
係
規
定
を
お

　
読
み
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
市
役
所
企
画
部
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
バ
ナ
ー
広
告
申
し
込
み
」

・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　in
fo@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

　
市
で
は
、
市
内
企
業
お
よ
び
商

店
街
な
ど
の
振
興
と
、
自
主
財
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
「
ほ
の
か
」
保
存
用
フ
ァ
イ

ル
に
広
告
枠
を
設
け
ま
す
。

規
　
　
　
格
　
Ａ
４
判

発
行
部
数
　
１
６，
0
０
０
部

発
行
時
期
　
平
成
22
年
1
月
予
定

配
布
エ
リ
ア
　
市
内
全
域

申
込
締
切

　
10
月
2
日

（金）
　
午
後
５
時
必
着

申
込
方
法

　
申
込
書
（
第
１
号
様
式
）に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
E
メ

　
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

入
稿
締
切

　
10
月
23
日

（金）
　
午
後
５
時

・
郵
送
の
場
合

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
市
役
所
企
画
部
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
広
報
「
ほ
の
か
」
保
存
用
フ

　
ァ
イ
ル
広
告
申
し
込
み
」

・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　in
fo@

city
.sh

in
sh

iro.lg
.jp

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
6
2
3

じ
ょ
う
ほ
う
課

じ
ょ
う
ほ
う
課

掲載料金： 6カ月間（平成21年10月号～平成22年3月号）で100,000円（枠の大きさ50mm×170mm）

　　　　　このほかにも半分の枠（50,000円）もあります。

　 色 　： 2 色

掲載原稿：原稿は各自でご用意していただきます。

申込方法：8月28日（金）までに、申込書（様式第１号）を、じようほう課までご提出ください。

※掲載には審査があります。応募多数の場合は基準に従って決定します。

　詳しくは、じょうほう課にお問い合わせください。

【広報ほのか】に広告を載せませんか

発行部数16,800部

申し込み・問い合わせ　じょうほう課　☎23-7623

掲載面
位　置

裏表紙
（C枠）

表面紙
裏　面

（A枠）

枠数

色数

広告料
（税込）

1枠 8枠

スペース

280mm
×

190mm

50mm
×

95mm

4色 単色

30万円 5万円

裏表紙
裏　面

（B枠）

8枠

50mm
×

95mm

単色

3万円

ま
か
な

●問
■本

●問
■本
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　「めざせ明日のまちづくり事業」は、住民が自発的かつ主体的に取り組む地域特性を生か

したまちづくり活動や市民グループが行う公益に資する活動を市が資金面で応援する事業

です。審査は、新城・鳳来・作手地区の各地域審議会が行っています。�

　来年 3 月下旬には公開の成果報告会を予定しています。

企
画
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
0

地
域
振
興
課
　
�
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課
　
�
37
‐
2
2
5
9

空洞化、沈静化が顕著な駅前通りにおいて花かざり、
シャッターのデコレート、イメージづくり、共通のチラシ
づくりといった身の丈にあったまちづくりを初歩から
始め、活性化の糸口とする。

昨年から始めたあんどんで伊那街道を照らし、その当
時の地名を表記した高札と「笛の盆」のぼりで市民に
伊那街道を意識してもらい、伊那街道沿線の魅力発見
の地域興しをめざす。

市議会議員立候補予定者に公開質問状を送り、「政策」
を一同に提示することにより、有権者の「政策による
選択」の際の判断材料のひとつとしてもらい、議会に
対する認識を深め、議員への関心を高める。

旧八名郡の中心地として栄えた活気ある富岡をとりも
どし、魅力ある町づくりを目指して、PR看板、道しるべ
看板を設置する。また、富岡地区所蔵の歴史的価値の
ある資料等を保存整備し一般公開する。

不耕作などにより荒廃が進む農地の再生の為、菜の花
の播種作業や、間伐材を利用したイノシシの捕獲檻の
作成、イベントの開催を通じ地域住民、都市住民との
交流を図りながら、再生可能な農業を図る。

「リズム体操」の指導により身体を動かすことや、親子
で親しむ機会を通じて親子のスキンシップや交流を深
めるとともに、より豊かな子育てを目指した交流、情報
交換の場作づくりに貢献する。

高齢者福祉・医療を重点に、勉強会、高齢者への実態
調査を行ったのちにシンポジウムを開催し、結果をま
とめることで、新城の福祉・医療を行政・住民が協働し
て支える地域づくりのきっかけを作る。

大海駅より新城総合公園までの道沿いに案内看板を
立て、花木を植えることにより景観整備をする。また、
花かざりという目に見える活動でまちづくり参加の意
欲を高めまちづくりをすすめる。

中心市街地の活性化を図るために該当地区の座談会
にて、意見を集約した後、「新城市中心市街地フォーラ
ム」を開催して専門化の助言を受けながら意見として
まとめていく。

新城が有する歴史街道別の豊かな歴史資源・名勝地
等のネットワーク化による情報発信を柱に、あんどん
の点灯普及とイベントの開催などの町興しの取り組み
を行い、新城の活性化につとめる。

庭野の伝統芸能である歌舞伎が伝承の危機にある為、
保存を地域をあげて行う。保存が困難な台本の解読
をして製本をし直すと同時に、地域の若者で伝承でき
る体制をつくる。

地域資源の掘り起こしや、新たな地域資源、特産品の
開発を行い、これらを市民に分かるかたちにまとめ、
成果報告会を行うことで、広く伝承、普及を図ると同時
に全国に向けて情報発信をしていく。

演奏会（吹奏楽サマーフェスティバル）を開催し鑑賞
の機会を提供するとともに、市内中学・高校吹奏学部
を対象に公開レッスンを行い、楽器を愛好する子ども
の育成、地域における音楽文化向上の機運を高める。

公共交通をテーマに交通実態調査を行い、シンポジウ
ム開催、報告書作成等、住民と情報を共有し、市民レベ
ルの公共交通支援のあり方に関し問題提起を行うとと
もに、交通サービスのあり方を検討する。

先人より受け継ぎ次代へと引き継ぐ文化的遺産であ
る地名をテーマに、その由来等調査研究を行い、資料
作成、講演会等を開催し、市民の地名への関心を高め
るとともにふるさと愛の醸成を図る。

「四谷千枚田」と「梅の里川売」の両地区を起点として、
海老全域に「花のある散歩道（季節感のある散歩道）」
の整備と景観の向上を図る。

亀山城址の看板を新しく設置するとともに遊歩道を整
備することにより、県内外の人たちとの交流の場「道
の駅」つくで手作り村と隣接する亀山城址を中心に作
手地区の歴史的文化遺産を後世に伝える。

親水機能を備えた河川が整備された時に、地区要望で
花壇設置したので、多年生の花を植栽し、地域の美化
を図ることで地域住民の一体化とともに来訪者や小
学生に安らぎを与えたい。

新城駅前通りの再生を
考える会

笛の盆実行委員会

社団法人新城青年会議所

八名郷土史会

上平井菜の花ネット

特定非営利活動法人つばさ

福祉と医療を考える
奥三河ネットワーク

大海区花かざり会

まちプラット新城

新城観光学会

庭野伝統芸能を守る会

新城探検隊実行委員会

ほうらい吹奏楽団

特定非営利活動法人
自立支援センター　四岳館

地名研究会　鳳来

海老地区委員会

亀山城址・古宮川環境
整備クラブ

杉平区

新城駅前通り・まるごと
アート・イメージアップ事業

旧地名高札設置事業

新城市議会議員立候補
予定者への公開質問状

富岡、南部地区を活性化
する町づくりのため道し
るべ作成プロジェクト

農業資源の再生と農業資
源を利用した景観整備

親子リズムで心と身体
を動かそう！

あんきに老後を迎える
まちづくりプロジェクト

大海区花かざり事業

～まちを語ろう～「新城
市中心市街地フォーラム」

歴史街道に基づく町興し

庭野伝統芸能保存伝承
事業

新城探検隊

楽器大好き！集まれ未来
のミュージシャン！吹奏
楽サマーフェスティバル

市民が支える「しんしろ
地域の足」再考

地名と故郷（ふるさと）

「花のある散歩道」

亀山城址看板設置事業

花壇整備事業

申 請 団 体 名 事 業 の 名 称 主 な 事 業 内 容
補助予定額

（円）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

4

1

2

300,000

300,000

273,000

300,000

98,000

175,000

243,000

134,000

250,000

300,000

300,000

300,000

145,000

270,000

211,000

300,000

293,000

90,000

平成21年度　新城市めざせ明日のまちづくり事業採択決定一覧

地区 No

新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城

鳳
　
　
　
　
来

作
　
手
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募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
７
月
21
日

（火）
か
ら

　
人
事
課

　
市
民
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
８
月
17
日

（月）
〜
24
日

（月）
　

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
人
事
課

一
次
試
験

　
９
月
20
日

（日）

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
一
般
教
養
、
作
文
、
適
性
検
査

申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
７
月
21
日

（火）
〜
８
月
５
日

（水）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
市
民
病
院
　
総
務
課

提
出
書
類

　
試
験
申
込
書
・
受
験
票
・
卒
業

　
証
明
書
・
臨
床
工
学
技
士
免
許

　
証
の
写
し

採
用
条
件

　
試
験
を
行
い
、
合
格
者
に
つ
い

　
て
３
カ
月
間（
９
月
〜
11
月
予
定
）

　
の
試
行
期
間
（
臨
時
職
員
）
の
評

　
価
に
よ
り
正
規
採
用
と
す
る
。

試
験

　
８
月
11
日

（火）

　
市
民
病
院

　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査
お
よ

　
び
健
康
診
断

新
城
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
員
を
募
集
し
ま
す

　
　
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　（
企
画
課
内
）
�
23
‐
7
7
8
3

　
新
城
市
国
際
交
流
協
会
の
事
務

局
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
は
、
国
際
交
流
協
会
が
定

め
る
募
集
要
項
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
新
城
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
人

申
込
受
付
期
間

　
７
月
21
日

（火）
〜
８
月
14
日

（金）
 

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

面
接
日
お
よ
び
場
所

　
８
月
20
日

（木）
　
市
役
所
会
議
室

※
面
接
時
間
は
応
募
者
ご
と
に
異

　
な
り
ま
す
。

採
用
日
　
9
月
1
日

（火）

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

学
校
教
育
課
�
23
‐
7
6
5
2

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務

し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
学
校

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
講
師
登
録
が
で
き
る
方
は
、
小

　
学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学
校

　
教
員
免
許
を
有
す
る
方
で
す
。

人
事
課
　
�
23
‐
7
6
1
9

市
民
病
院
総
務
課
　
�
23
‐
7
8
5
2

平
成
22
年
度 

（
平
成
22
年
4
月
1
日
）
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
　
種
　
な
　
ど

一
般
技
術

（
土
木
･
農
業

　
土
木
）

高

校

卒

若
干
名

人

員

20
歳
以
下
で
、
高
校
で
農
業
土
木
科
、
農
業
工

学
科
、
土
木
科
な
ど
を
専
攻
し
、
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

※
年
齢
は
平
成
22
年
3
月
末
現
在

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

職
　
種
　
な
　
ど

臨

床

工

学

技

士

1
　
名

人

員

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、

臨
床
工
学
技
士
免
許
を
有
す
る
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）

●時●時 ●時

●時

●所●所

●時●所

●所

●所●内●内

●問
■本

●問
■本

●問
■本

●問
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乳岩エリア

鳳来東小

三河川合

至大島ダム
うめの湯

JR 飯田線

名号

川合

至
宇
連
ダ
ム

151

善夫エリア

三河湖

菅守小

開成小

白鳥神社

津島神社

つくで GC

大東牧場
高原ハウス301

牛倉エリア

東郷東小

愛知新城
大谷大

東郷西小

東郷中

設楽原歴史
資料館

三河東郷
茶臼山

大海

JR 飯田線

151

151

439

�

�

�

宇連川

開
設
期
間

　
８
月
１
日

（土）
〜
16
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
期
間
中
は
監
視
員
を
配
置
し
ま
す
。

留
意
事
項
　

・
子
ど
も
か
ら
は
絶
対
に
目
を
離

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
雨
天
、
雷
、
増
水
時
は
、
利
用
禁

　
止
で
す
。

・
ヘ
ビ
や
ハ
チ
な
ど
危
険
な
も
の
に

　
は
注
意
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

・
す
べ
り
に
く
い
ぞ
う
り
な
ど
を
準

　
備
し
て
は
き
ま
し
ょ
う
。

・
場
所
に
よ
っ
て
は
、
安
全
の
た
め

　
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
準
備

　
し
て
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
新
城
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に
ひ
た
り
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
体
感
で
き
る
よ

う
、
「
親
子
せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
」
を
設
け
ま
し
た
。
水
が
き
れ
い
で
、
浅
瀬
で
安
全
性
が
あ
り
、
近
く
に
駐
車
場
所
や
ト
イ
レ

の
あ
る
、
地
元
の
ご
理
解
の
得
ら
れ
た
3
カ
所
で
す
。
区
域
と
期
間
を
限
定
し
て
い
ま
す
が
、
親
子
で
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

「子ども市民プール」オープン

■ 井ノ口橋下流50メートル・仮説トイレあり、駐車場は牛倉公民館
■ 大宮川の河川改修により誕生した親水エリアです

生
涯
学
習
課
　
�
23
‐
7
6
5
4

■ 中流付近50メートル・駐車場、トイレは入山入口
■ 天竜奥三河国定公園内にあり、水はすきとおり大変きれいです

■ 善夫橋下流50メートル・駐車場、トイレは「涼風の里」
■ 小さな産直物の販売と軽食を出す萱葺き屋根の「涼風の里」の付近です

幼児、小・中学生、高校生などに八名小学校のプールを「子ども市民プール」として無料開放します。

　８月１日（土）～30日（日）　※月曜日はお休みです。

　午前９時～正午、午後１時～４時

　※未就学児は保護者同伴で、保護者も必ず水着着用で入場してください。

「作手Ｂ＆Ｇプール」も、市内の全小・中学生に無料開放しています。

　６月14日（日）～８月30日（日）　※月曜日と７月22日（水）はお休みです。

スポーツ課　�23‐7653

●時

●時

●問 ■本
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今月の人口
平成21年7月1日現在（前月比）

総人口…… 51,264人
　　　　　　　（－20）
男………… 25,234人
　　　　　　　　 （0）
女………… 26,030人
　　　　　　　（－20）

世帯数………16,563

出生…28人

死亡…46人

転入…66人

転出…71人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

「
鳳
来
絵
画
同
好
会
展
」

　
仲
間
と
と
も
に
描
く
こ
と
の
楽

し
さ
を
求
め
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

の
風
景
を
題
材
に
し
た
絵
を
中
心

に
し
て
展
示
し
ま
す
。

　
8
月
１
日

（土）
〜
30
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日

　
「
山
の
動
く
日
き
た
る
〜
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
宇
宙
へ
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
新
た
な
﹇
動
き
﹈
を

発
信
す
る
た
め
、
大
阪
府
堺
市
で

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
30
日

（金）

　
開
会
式
・
全
体
会

　
（
基
調
報
告
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
な
ど
３
会
場
）

　
交
流
会
（
午
後
6
時
30
分
）

　
10
月
31
日

（土）

　
分
科
会
（
17
分
科
会
）

　
全
体
会
・
閉
会
式
（
２
会
場
）

　
大
阪
府
堺
市

　
９
月
14
日

（月）
ま
で

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

:/
/
2
0
0
9
sa

k
a
i.jp

※
案
内
・
参
加
申
込
書
は
じ
ょ
う

　
ほ
う
課
に
あ
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
な
ら
び
に
一
般
の

方
が
出
場
す
る
新
城
英
語
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
仲
間
と
一
緒
に
英
語
劇
を
す

る
」
「
英
語
の
歌
を
歌
う
」
「
好

き
な
英
語
の
文
章
を
発
表
す
る
」

「
自
分
の
考
え
を
英
語
で
発
表
す

る
」
な
ど
、
英
語
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
、
英
語
を
使
っ
て
劇
、
歌
、

ス
ピ
ー
チ
な
ど
に
挑
戦
し
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
楽
し
む
集
い
で
す
。

　
８
月
７
日

（金）

　
午
後
１
時
30
分

　
文
化
会
館

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

た
き
ぎ

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

学
校
教
育
課

�
23
‐
7
6
5
2

薪
能

　
８
月
22
日

（土）

　
文
化
会
館

　
古
く
か
ら
新
城
の
町
衆
（
新
城

能
楽
社
・
新
城
狂
言
同
好
会
・
東
三

喜
多
会
ほ
か
）
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
「
能
・
狂

言
」
。
町
衆
だ
け
に
よ
る
演
能
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を

「
新
城
薪
能
」
鑑
賞
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
狂
言
／
清
水
、
千
切
木

　
能
／
羽
衣

　
無
料

能
面
展

　
８
月
１
日

（土）
〜
９
月
30
日

（水）

※
途
中
、
展
示
作
品
の
入
れ
替
え

　
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
情
報
館

　
市
内
外
の
能
面
作
家
が
製
作
し

　
た
能
面
を
展
示
し
ま
す
。
あ
わ

　
せ
て
、
展
示
す
る
作
品
も
募
集

　
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯

　
学
習
課
ま
で
。

　
無
料

文
化
課

�
23
‐
7
6
5
5

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

　
８
月
２
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
鳳
来
寺
山
周
辺

　
博
物
館

　
森
や
川
の
生
き
も
の
を
観
察
し

　
よ
う

　
博
物
館
学
術
委
員
（
動
物
分
野
）

　
50
人

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp
対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

そ

　

ら

●HP ●内●〆

●時

●時●内 ●時

省略文字の見方

●問
■本

●問
■本

●他 ●時●所

●所

●所●問
■鳳

■本
●問
■本

●内●￥●￥

●時●所

●内 ●時●所

●持 ●￥●他 ●内●講●定 ●集

●時●所 ●em ●申
●問
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第
２
回

　
８
月
９
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
周
辺

　
博
物
館

　
コ
ケ
の
楽
し
さ
―
小
さ
く
て
ふ

　
し
ぎ
な
日
陰
も
の

　
博
物
館
学
術
委
員
（
成
田

務
）

　
20
人

　
小
・
中
学
生
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

第
３
回

　
８
月
30
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
お
よ
び
市
内
の
川

　
博
物
館

　
川
砂
の
観
察
―
砂
の
中
か
ら
宝

　
石
や
鉱
物
を
と
り
出
す

　
博
物
館
学
術
委
員
（
仲
井

豊
）

　
20
人

　
小
・
中
学
生
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て
未
来

へ
と
、
時
代
と
と
も
に
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
郷
土
の
自
然
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
つ

め
ま
す
。

　
７
月
19
日

（日）
〜
８
月
31
日

（月）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
期
間
中
は
無
休
で
す
。

　
博
物
館

　
大
人
　
　
　
　
210
円

　
小
・
中
学
生
　
100
円

　
夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
い
つ
で
も
相
談
で
き

　
ま
す
。
（
学
芸
員
在
館
時
）

　
博
物
館
　
　
　
　

　
博
物
館
学
芸
員

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

〔
健
康
教
室
　
ヨ
ガ
〕
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
言

わ
れ
る
ヨ
ガ
。
メ
タ
ボ
対
策
や

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
一
役
買
う

こ
と
間
違
い
な
し
。
ヨ
ガ
で
体

の
中
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座

で
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ

ま
す
。

　
８
月
17
日

（月）
〜
11
月
２
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

 
（
初
心
者
大
歓
迎
!!
）

 
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

 
無
料

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

　
無
い
人
は
電
話
受
付
時
に
お
 
 

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
当
日
購

　
入
で
き
ま
す
。

　
（
１，
０
０
０
円
程
度
）

受
付
開
始

　
８
月
３
日

（月）
・
午
前
８
時
30
分
か
ら

※
申
し
込
み
は
電
話
の
み
と
な
り

　
ま
す
。

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

　サマカン今年もやります！

テーマは“プレイバック昭和”です。

　夏の一夜をぜひ、作手高原で過して

みませんか。

　何か再発見できるかも!!

　８月15日（土）

　正午～午後９時30分

　鬼久保ふれあい広場

　フォークジャンボ

　リー（森の音楽祭）、

　盆踊り、餅投げ、 

　納涼花火大会、和

　太鼓演奏、青年団

　イベント、夜店ほ

　 か

地域振興課　�37‐2211

〔
健
康
教
室
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〕

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
で
腰
や
膝
に
負
担
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
脂
肪
（
特
に

内
臓
脂
肪
）
を
効
果
的
に
燃
焼
し
、

メ
タ
ボ
対
策
に
も
有
効
で
す
。

　
８
月
20
日

（木）
〜
10
月
22
日

（木）

　
毎
週
木
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
市
民
の
方
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
 

　
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

受
付
開
始

　
８
月
６
日

（木）
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

※
申
し
込
み
は
電
話
の
み
と
な
り

　
ま
す
。

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

　
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
９
月
１
日
〜
10
月
上
旬
（
予
定
）

　
で
20
日
間
程
度

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
１
日
６

　
時
間
）

　
長
篠
城
址
付
近

　
遺
跡
の
発
掘
調
査

　
６
人

賃
金
　
時
給
　950
円

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
を
文

　
化
課
ま
で
本
人
が
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。

　
８
月
５
日

（水）

文
化
課

�
23
‐
７
６
５
5

●対

●持 ●￥

●￥

●他

●他

●内●講●定 ●集

●申
●問
■本

●時

●時

●所

●持 ●￥

●￥

●内

●内

●講

●講

●定

●定

●集

●時

●所

●所●時

●時

●所

●所

●em ●申
●問

●em ●申
●問

●申
●問

●内

●時

●所

●問 ■作

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●対●￥ ●定●定 ●時●時 ●所●所●応●〆
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募
集
住
宅

　
城
山
ハ
イ
ツ

　
新
城
市
作
手
高
里
字
松
風
呂
17

　
番
地

申
込
用
紙
交
付
・
受
付
期
限

　
平
成
22
年
３
月
31
日

（水）
ま
で

　
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

　
除
く
。

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

入
居
資
格

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　
が
い
な
い
こ
と
。

②
月
額
所
得
が
20
万
円
以
上
（
所

　
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
場
合

　
は
15
万
３
，

０
０
０
円
以
上
）

　
60
万
１
，

０
０
０
円
以
下
の
方

　
で
、
自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅

　
を
必
要
と
す
る
方
の
う
ち
、
現

　
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

募
集
戸
数

　
３
D
K
　
２
戸
（
家
賃
５
万
円
）

　
２
D
K
　
１
戸
（
家
賃
４
万
円
）

※
申
し
込
み
の
先
着
順
に
入
居
決

　
定
し
、
募
集
戸
数
に
達
し
た
後

　
の
申
込
者
は
、
空
家
待
機
者
と

　
し
て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
で
は
、
航
空
学
生
、
一

般
曹
候
補
生
、
２
等
陸
・
海
・
空

士
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
　

航
空
学
生

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー
ス
）

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（土）
〜
９
月
11
日

（金）

試
験

　
１
次
　
９
月
23
日

（水）

　
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
で

　
21
歳
未
満

一
般
曹
候
補
生

（
下
士
官
の
コ
ー
ス
）

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（土）
〜
９
月
11
日

（金）

試
験

　
１
次
　
９
月
19
日

（土）

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

2
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

受
付
期
間

　
９
月
25
日

（金）
ま
で

試
験

　
８
月
30
日

（日）
・
９
月
６
日

（日）

　
９
月
19
日

（土）
・
９
月
26
日

（土）

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

2
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（土）
〜
９
月
11
日

（金）

試
験

　
９
月
27
日

（日）
ま
た
は
９
月
28

　
日

（月）

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
8
月
22
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
を
ご
用

　
意
く
だ
さ
い
）

　
7
月
28
日

（火）
〜
8
月
13
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h
o
-2
@
c
ity.sh

in
sh
iro
.lg
.jp

自
衛
隊
豊
川
総
合
事
務
所

�
０
５
3
３
‐
85
‐
2
4
1
1

地
域
整
備
課

�
37
‐
2
2
9
7

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

地
域
整
備
課

�
32
‐
1
9
7
7

手
当
の
振
り
込
み

 
児
童
扶
養
手
当
を
８
月
10
日

（月）

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者

の
方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
な
お
、
転
居
・
転
出
な

ど
の
際
は
、
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・

作
手
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺
児

手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
７
月

下
旬
に
郵
送
す
る
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
８
月
３
日

（月）
か
ら

８
月
31
日

（月）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵
送
す

る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

８
月
11
日

（火）
か
ら
９
月
10
日

（木）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
な
ど
の
提
出
は
、
土
・
 

　
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、

　
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
願

　
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
届
け

　
出
に
よ
り
８
月
以
降
の
手
当
の

　
受
給
資
格
を
判
断
し
ま
す
の
で
、

　
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

手
当
の
振
り
込
み

　
市
障
害
者
手
当
（
４
〜
７
月
分
）

を
７
月
31
日

（金）
に
、
ま
た
特
別

障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当
を
８
月
10
日

（月）

に
振
り
込
み
ま
す
。

福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

●対

●対●対●対

●対●￥ ●定

●応 ●〆

■本■鳳

●所 ●時

●em

●申
●問
■本

●問

●申
●問
■作

■鳳 ■本

●申
●問

■作

■鳳 ■本

●申
●問
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受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
転
居
・
転
出
な
ど
の
際

　
は
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
、
在

宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
８
月
上
旬
に
郵
送
す
る

現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

９
月
10
日

（木）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
な
ど
の
提
出
は
、
土
・
 

　
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、

　
福
祉
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
願

　
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
届
け

　
出
に
よ
り
８
月
以
降
の
手
当
の

　
受
給
資
格
を
判
断
し
ま
す
の
で
、

　
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
調
査
は
、
５
年
ご
と
に
全

国
的
に
行
わ
れ
る
基
幹
統
計
調
査

で
、
９
月
か
ら
11
月
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
国
民
の
生
活
実
態
を
家
計
の
所

得
・
消
費
・
資
産
の
３
面
か
ら
総

合
的
に
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、

各
種
行
政
施
策
や
消
費
・
経
済
の

分
析
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

　
調
査
地
域
世
帯
の
確
認
の
た
め
、

７
月
下
旬
以
降
に
調
査
員
が
、
お

宅
を
訪
問
し
て
世
帯
主
の
氏
名
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
地
域

　
石
田
・
井
代
・
大
野
の
一
部

標
語

「
今
を
知
り
　

　
明
日
を
見
つ
め
る

　
　
暮
ら
し
の
統
計
」

～本を読み、暑さを忘れるひとときを！～

ますます利用しやすく

開館時間　午前9時～午後8時

連日開館　休館日は月末1日のみ

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

図書返却　3地区のブックポストでも可

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所で交付申

　　　　　請可・後日、自宅に郵送

特集コーナー

「戦争と平和」について考えよう

　　絵本・児童書から一般書まで多数

「市民文化講座」の講師の著書を読もう

　　第2回　8月29日（土）　午後2時

　　　　　 鎌田 實 氏

　　　　　　「へこたれない」など

　　第3回　9月5日（土）　午後2時

　　　　　 齋藤 孝 氏

　　　　　「現代語訳 学問のすすめ」など

「読書ゆうびんコンテスト」すいせん図書を読もう

　　子どもから大人まで年代別に30冊余

「課題図書」を8月末まで貸し出します

　　　一人1冊、1週間の貸し出し

本のリサイクル会

廃棄本などをさしあげます。

日時　8月30日（日）　午前9時～午後7時30分

場所　図書館カウンター前

種類　文庫　一般書、児童書、雑誌（付録付）

冊数　文庫本は一人20冊まで

　　　そのほかは一人10冊まで

手作り絵本展

　市内の手作り絵本グループ「おむすびこ

ろりん」の作った特色ある絵本を展示します。

期間　8月1日（土）～10日（月）

場所　図書館　情報コーナー（玄関右手）

商
工
課

�
23
‐
７
６
3
4

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　
〜
犯
罪
に
あ
わ
な
い
！

　
　
犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
！

　
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
！
〜

　
８
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
10

日
間
、
「
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

　
カ
ギ
の
掛
け
忘
れ
、
開
け
放
し

は
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

手
口
の
約
３
割
を
占
め
ま
す
。
快

適
な
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
た
め

に
防
犯
の
基
本
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
事
業
税
の
第
一
期
分
の
納

期
限
は
8
月
31
日

（月）
で
す
。
8

月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

銀
行
、
農
協
、
漁
協
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
代
理
店
の

郵
便
局
を
含
み
ま
す
）
な
ど
の
金

融
機
関
も
し
く
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金
額

が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま

す
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、P

a
y
-e

a
sy

（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
対
応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
た
だ
し
、
領
収
証
書
が
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
が
必
要

な
方
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
）
。

　
ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
口
座
を
開

設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
で

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、

手
続
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
第
二

期
分
か
ら
の
取
り
扱
い
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

●問

シンボルマーク
新城図書館 　�23‐2333●問

東
三
河
県
税
事
務
所

�
０
５
3
2
‐
54
‐
5
1
1
1

内
線
2
6
5

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

か ま た 　 みのる

さ い と う 　 たかし

■本
●問

●問●HP
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●問 市民病院　総務課
�23‐7852

【
蜂
刺
症
】

　
日
本
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
類
を
は
じ

め
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
、
ミ
ツ
バ
チ

類
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
類
な
ど
が
蜂
刺

症
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
、
例
年
８
月

か
ら
９
月
を
ピ
ー
ク
に
多
く
の
患
者

さ
ん
が
い
ま
す
。

　
症
状
は
、
痛
み
、
腫
れ
、
蕁
麻
疹
、

掻
痒
感
、
紅
斑
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

蜂
に
２
度
、
３
度
と
繰
り
返
し
刺
さ

れ
る
と
、
体
内
に
蜂
毒
に
対
す
る
抗

体
が
で
き
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ

ョ
ッ
ク
（
急
激
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）

が
出
る
場
合
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、

呼
吸
困
難
、
口
が
渇
く
、
血
圧
低
下
、

め
ま
い
、
頭
痛
、
腹
痛
な
ど
が
見
ら

れ
、
重
篤
化
す
る
と
シ
ョ
ッ
ク
状
態

と
な
り
意
識
不
明
に
陥
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
治
療
は
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
を
緩
和

す
る
た
め
の
対
症
療
法
が
中
心
で
、

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
緩
和
さ
せ

る
自
動
注
射
器
が
あ
り
ま
す
の
で
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に

毒
素
を
絞
り
出
し
て
、
最
寄
り
の
医

療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

毒
素
を
絞
り
出
そ
う
と
し
て
口
で
傷

口
を
吸
う
と
、
口
腔
内
が
腫
れ
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

　
蜂
の
巣
に
近
づ
い
た
り
、
蜂
が
い

る
と
こ
ろ
で
甘
味
飲
料
を
飲
ん
だ
り

し
な
い
な
ど
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
マ
ム
シ
咬
症
】

　
日
本
に
は
ハ
ブ
、
マ
ム
シ
、
ヤ
マ

カ
ガ
シ
の
３
種
類
の
毒
蛇
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ハ
ブ
は
沖
縄
・

奄
美
地
方
に
の
み
生
息
し
、
こ
の
地

域
で
は
マ
ム
シ
と
ヤ
マ
カ
ガ
シ
が
み

ら
れ
ま
す
。
マ
ム
シ
咬
症
は
年
間
２

千
か
ら
３
千
人
と
推
定
さ
れ
、
10

人
前
後
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
や
草
刈
り
、
稲
刈
り
の
時

期
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ム
シ
は
ク
サ
リ
ヘ
ビ
科
に
属
し
、

そ
の
毒
は
ハ
ブ
よ
り
も
強
力
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ブ
に
比

べ
小
型
で
あ
る
た
め
注
入
さ
れ
る
毒

素
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
ハ
ブ
よ

り
も
軽
症
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
診
療
上
、
咬
ん
だ
蛇
が
マ
ム
シ
な

の
か
が
大
変
重
要
で
す
。
マ
ム
シ
の

胴
体
は
太
く
、
頭
は
三
角
で
黒
褐
色

の
銭
型
の
斑
点
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

咬
ま
れ
た
傷
跡
（
２
本
の
鋭
利
な
歯

型
）
や
症
状
（
痛
み
・
腫
れ
）
、
全

身
状
態
に
よ
り
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
た

と
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
応
急
処
置
と
し
て
は
、
蛇
毒
が
体

内
に
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、
咬
ま
れ

た
部
位
か
ら
一
関
節
分
、
体
の
中
心

側
を
縛
り
な
が
ら
安
静
を
保
ち
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
前
は
マ
ム
シ
咬
症
の
治
療
に
、

マ
ム
シ
抗
毒
素
血
清
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
血
清
を
使
用
す
る

こ
と
で
過
敏
症
と
な
り
、
か
え
っ
て

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
最
近
で
は
使
用
さ
れ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ム
シ
咬
症
は
短
時
間
で
重
症
化

し
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
る
の
で
自
己
判
断
で
治
療
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

新城市民病院
　　　　外科・消化器科

  　診療部長　金子　猛

マムシ

は
ち
　
し
　
し
ょ
う

こ
う

し
ょ
う

か ね 　 こ 　 　 　 たけし

は

じ
ゅ
う
と
く

こ
う
く
う

こ
う
ど
く

そ

け
っ

せ
い

か

じ
ん

ま

し
ん

そ

う

よ

う

か

ん

こ
う

は
ん
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新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
8
月
25
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

　
8
月
21
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

8
月
6
日

（木）

午
前
10
時
〜
正
午

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
8
月
4
日

（木）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・

　
子
宮
が
ん
・
肺
が
ん
　

※
肺
が
ん
（
喀
痰
）
検
診
の
み
を

　
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
作
手
保

　
健
セ
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を
お

　
渡
し
し
ま
す
。

　
肺
が
ん
（
喀
痰
）
　
　
　
500
円

※
ほ
か
の
検
診
の
負
担
金
は
、
上

　
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
8
月
22
日

（土）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
前
立
腺
が
ん
（
50
歳
以
上
の
方

　
の
み
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

お問い
合わせ

妊
産
婦
一
般
歯
科
健
診
（
要
申
込
）

生
活
習
慣
病
予
防
健
康
診
査
（
要
申
込
）

　
８
月
11
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

 
無
料

 
母
子
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
９
月
25
日

（金）
・
10
月
６
日

（火）

　
午
後
実
施

 
一
般
健
康
診
査
・
歯
科
健
診
・

　
骨
密
度
測
定
（
希
望
者
の
み
）

※
一
般
健
康
診
査
と
歯
科
健
診

　
は
セ
ッ
ト
で
の
受
診
で
す
。

※
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
個
別
歯
周

　
疾
患
検
診
の
受
診
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

　
昭
和
45
年
４
月
１
日
〜
55
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
で
、
健
診

　
の
受
診
機
会
が
な
い
方

　
一
般
健
康
診
査

1,
2
0
0
円

　
骨
密
度
測
定
　
　
　
　

400
円

女
性
の
健
康
診
査（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
８
日

（木）
・
13
日

（火）

　
午
前
・
午
後
実
施

　
一
般
健
康
診
査
・
骨
密
度
測
定
・

　
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
・
視

　
触
診
）

※
一
般
健
康
診
査
・
骨
密
度
測

　
定
と
乳
が
ん
検
診
は
セ
ッ
ト

　
で
の
受
診
で
す
。

※
４
月
以
降
に
乳
が
ん
検
診
を

　
受
け
た
方
は
受
診
で
き
ま
せ

　
ん
。
ま
た
、
妊
娠
中
、
授
乳

　
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

　
昭
和
45
年
４
月
１
日
〜
平
成

　
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
女

　
性
で
、
健
診
の
受
診
機
会
が

　
な
い
方

　
1,
4
0
0
円

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

新城保健センター実施のがん検診、予約受付中

検診内容（自己負担金）　　 検診日(午前実施)

健
康
づ
く
り
教
室
募
集

　
　
健
康
課
　
�
23
‐
8
5
5
1

　
「
し
ん
し
ろ
健
康
づ
く
り
21

　
計
画
」
推
進
の
た
め
、
市
内

　
の
運
動
教
室
を
皆
さ
ん
に
紹

　
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
広
報
可
能
な
教
室

　
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
内
で
健
康
づ
く
り
の
教
室

　
を
開
催
し
て
い
る
方

　
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
健
康
課
へ

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
８
月
31
日

（月）
ま
で

※
詳
し
い
内
容
は
、
健
康
課
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）

予
防
接
種

　
中
学
1
年
生
・
高
校
3
年
生
の

年
齢
の
方
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
M
R
）

予
防
接
種
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

新
城
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

が
で
き
ま
し
た

　
市
内
３
カ
所
の
お
す
す
め
コ

ー
ス
と
歩
い
た
歩
数
だ
け
色
塗

り
で
き
る
マ
ッ
プ
を
各
保
健
セ

ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
各
保
健
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

胃がん� 　　1,000円

大腸がん�　　　300円

子宮がん�　　　800円

乳がん� 　　1,300円

前立腺がん　　 500円

　9月27日（日）

10月30日（金）

11月24日（火）

12月19日（土）

平成22年2月4日（木）

※ 前立腺がんは、50歳以上で、胃がんとセット
※ 乳がん検診のみ、午後も実施

か

く

た

ん

●問 ●時

●時

●時

●時 ●申
●所

●問
●所

●問
●所

●問
●所

●申
●所

●時 ●申
●所

●対

●対

●対

●対

●対

●持 ●￥

●￥

●￥

●￥

●内●内●応●〆
■本

●時 ●申
●所

●内●時●内

●内●時●内

●申
●所

●対
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

　
広
報
「
ほ
の
か
」
１
月
号
〜
６
月
号

に
掲
載
し
た
も
の
の
経
過
を
お
伝
え
し

ま
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

現
在
も
受
付
中
の
も
の

・
14
イ
ン
チ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

・
学
習
机
（
机
の
み
・
子
ど
も
用
）

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

交
渉
成
立
し
た
も
の

・
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

・
14
イ
ン
チ
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

現
在
も
受
付
中
の
も
の

・
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

・
真
空
管
式
テ
レ
ビ

・
真
空
管
式
ラ
ジ
オ

・
真
空
管
式
ス
テ
レ
オ

交
渉
成
立
し
た
も
の

・
ピ
ア
ノ

・
ラ
ン
ド
セ
ル

・
柱
時
計

・
自
転
車
用
空
気
入
れ

・
自
転
車
（
大
人
用
）

※
申
請
者
が
掲
載
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

　
も
の
は
除
い
て
い
ま
す
。

↑ごみピットから200kgほどを取り出し、混ぜな

   がら細かく分け、10kgのサンプルを作ります

↓サンプルに含まれるものを

   種類別に分けたようす

紙・布類

合成樹脂類、ビニル類

草木類

厨芥類（生ごみ）

不燃物

その他（5ミリ未満のもの）

49.7

22.8

6.0

17.4

0.1

4.2

55.2

19.2

5.1

16.2

2.2

2.1

　
夏
場
は
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
加
す
る
季
節
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 
毎
年
、
国
の
各
府
省
庁
で
も
積
極
的

な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
の
普
及
広

報
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
今

年
は
、
改
正
省
エ
ネ
法
に
お
け
る
事
業

者
単
位
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
な
ど
へ

速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
な
呼
び
か

け
や
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
活
用
に

よ
る
省
エ
ネ
家
電
の
普
及
促
進
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
の
導
入
促
進
や
環
境
性
能
に
優
れ

た
自
動
車
の
導
入
促
進
、
白
熱
電
球
か

ら
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
へ
の
切
替
え
な

ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
日
ご
ろ
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

や
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

 
ま
ず
は
、
下
の
「
省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク

表
」
を
参
考
に
身
近
に
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
や
工

場
・
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸

化
物
や
炭
化
水
素
が
、
太
陽
光
線
に
よ

り
化
学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
で
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
私
た

ち
の
目
や
呼
吸
器
な
ど
の
粘
膜
を
刺
激

し
、
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
日
差
し

が
強
く
、
気
温
が
高
く
、
風
が
弱
い
日

に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
す
で
に

５
月
20
日
と
6
月
26
日
に
は
、
新
城
市

を
含
む
東
三
河
区
域
に
も
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
梅
雨
明
け
後
の
７
月
〜
８
月
に
か
け

て
は
特
に
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
質
分
析
の
結
果

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
・
注
意
報

の
発
令
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

予
報
や
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
（
イ
ス
型
）

・
浄
水
器
用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

 
 
 
 

（
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
製
）

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
（
新
品
）

・
乳
母
車

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
洗
濯
機

・
ガ
ス
レ
ン
ジ

・
冷
蔵
庫

・
2
人
掛
け
ソ
フ
ァ

・
一
輪
車
（
14
イ
ン
チ
）

・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
（
V
H
S
）

・
子
ど
も
用
金
属
バ
ッ
ト
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
）

・
グ
ロ
ー
ブ
（
右
利
き
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
人
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ

る
可
燃
ご
み
に
は
、
紙
く
ず
や
生
ご

み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
効
率
的
な
焼
却
処
理
を

行
う
た
め
、
毎
年
こ
れ
ら
の
ご
み
に

含
ま
れ
る
も
の
の
種
類
（
ご
み
質
）

を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
は
過
去
５
年
間
の
平
均
値

と
今
年
５
月
に
実
施
し
た
最
新
の
結

果
で
す
。
紙
・
布
類
や
合
成
樹
脂
類
、

厨
芥
類
（
生
ご
み
）
が
多
く
、
少
量

で
す
が
金
属
類
な
ど
の
不
燃
物
も
混

ざ
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
紙
類
に
は
、
汚
れ
て
再
生

で
き
な
い
も
の
や
、
重
要
な
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
資
源
と

し
て
出
し
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

紙
製
容
器
や
冊
子
、
チ
ラ
シ
な
ど
、

き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
再
生
で
き
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
仕
方
な
く
ご
み
と
し

て
出
す
場
合
は
、
で
き
る
限
り
分
別

す
る
こ
と
で
、
資
源
の
有
効
利
用
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
年
４
回
の
ご
み
質
分
析

　
と
年
１
回
の
搬
入
物
検
査
を
実
施
し
、

　
可
燃
ご
み
の
性
状
の
把
握
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。

※数値は、採取したサンプル（10kg程度）に占める内容物の重さの
   割合です（参考：�省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典2009年版」※年間節約金額はおよその金額です）

ご み の 種 類

省 エ ネ チ ェ ッ ク 表

平均値（％）最新値（％）

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
健
康
被
害
者
の

多
く
が
子
ど
も
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
、

屋
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
目

が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
喉
が
痛
い
な
ど

の
症
状
が
出
た
ら
、
市
役
所
な
ど
に
届

け
出
る
ほ
か
洗
眼
や
う

が
い
を
行
い
、
ひ
ど
い

場
合
に
は
医
師
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

エ ア コ ン

照 明

テ レ ビ

台 所

風呂・トイレ

洗 濯 機

そ の 他

冷房時、エアコンの温度設定を27℃から28℃にする。

冷房時（28℃）、エアコンを1日1時間短縮する。

白熱電球（54W）を省エネ型の電球型蛍光ランプ（12W）に替える。

白熱電球（54W）1灯あたり、1日1時間短縮する。

蛍光ランプ（12W）1灯あたり、1日1時間短縮する。

25インチ（ブラウン管）のテレビを1時間短縮する。

冷蔵庫の冷蔵強度を適切にする。（強 → 中）

冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置している。

煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用する。

果菜（ブロッコリー、カボチャ）の場合

電気ポットは長時間使わない時には、コンセントからプラグを抜く。

お風呂は、間隔をおかずに入るようにして、追い炊きをしないようにしている。

シャワーのお湯を流しっぱなしにしない。（1分間短縮した場合）

温水洗浄便座は、使わない時はふたを閉めるようにする。

洗濯物は、まとめて洗うようにする。（定格容量の4割から8割にした場合）

電気、ガス、石油機器などを買う時は、省エネルギータイプのものを選ぶ。

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

YES □

670円

410円

1,850円

430円

100円

700円

1,360円

990円

1,080円

2,360円

5,920円

2,980円

770円

3,950円

8,700円

省 エ ネ 項 目
年間節約

金額
チェック欄
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消防署　�22‐1119●問

　
近
年
発
生
し
た
災
害
で
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
（
災
害
時
要

援
護
者
）
の
避
難
行
動
、
避
難
生

活
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
城
市
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
計
画
（
案
）
」
は
、
災
害
時

に
市
の
担
当
部
局
（
防
災
、
福
祉

関
係
）
と
自
主
防
災
組
織
、
民
生

委
員
、
警
察
、
消
防
な
ど
が
相
互

に
協
力
し
、
災
害
時
要
援
護
者
の

支
援
に
あ
た
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
今
回
こ
の
計
画
（
案
）
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
７
月
21
日

（火）
〜
８
月
20
日

（木）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
し
、
①
か

　
ら
④
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
方
法

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
消
防
本
部
防
災
対
策
課
に
持
参

　
す
る
。

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
15
分
ま
で

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
６
１

　
新
城
市
平
井
字
新
栄
83
番
地

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
�
22
‐
４
８
２
１

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　b
o
sa

i@
c
ity

.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

※
電
話
で
の
意
見
の
提
出
は
、
受

　
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
総
務
部
総
務
課
、
福
祉
部
福
祉

　
課
、
消
防
本
部
防
災
対
策
課
、

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

　
振
興
課

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
15
分
ま
で
。

　
消
防
法
で
は
、
消
防
設
備
の
設

置
義
務
の
ほ
か
、
防
火
管
理
者
制

度
に
よ
り
、
人
に
よ
る
防
火
管
理

体
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
所
は
、
収
容
人

員
10
人
以
上
の
社
会
福
祉
施
設
な

ど
、
収
容
人
員
30
人
以
上
の
飲
食

店
・
百
貨
店
・
旅
館
・
保
育
園
な

ど
不
特
定
多
数
の
人
を
収
容
す
る

施
設
の
ほ
か
、
従
業
員
50
人
以
上

の
工
場
や
事
業
所
な
ど
（
詳
し
く

は
消
防
本
部
ま
で
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
を
選
任
さ
れ
て
い

な
い
事
業
所
や
、
選
任
・
解
任
を

予
定
し
て
い
る
事
業
所
の
関
係
者

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
20
日

（木）
、
21
日

（金）
の
２

　
日
間

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
希
望
さ

　
れ
る
方

申
込
時
必
要
な
も
の

　
３,
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
写
真
１
枚

　
（
縦
４
セ
ン
チ
、
横
３
セ
ン
チ
、

　
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
無
背
景

　
で
申
込
時
６
カ
月
以
内
に
撮
影

　
さ
れ
た
も
の
）

受
付
期
間

　
８
月
３
日

（月）
〜
７
日

（金）

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
15
分
ま
で
。

消
防
総
務
課
　
�
22
‐
4
8
0
2

防
災
対
策
課
　
�
22
‐
4
8
0
4

消防署作手出張所　�37‐2466

８月９日（日）　午前９時～正午

20人　※定員になり次第締め切り。

動きやすい服装でお越しください。

「普通救命講習」開催のお知らせ

●時●所

●問
■消

●問
■消

●対●￥

●問 ●所

●他

●定

●時
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じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

　市では、平成 21 年 3 月に新城市食育推進計画を策定し
ました。その計画の目標の一つとして、“世代から世代へ
と受け継ぐ郷土愛を育み、食文化の継承を行う”を掲げて
います。
　今月号から隔月で、輝きネット・しんしろの協力によ
り、行事料理や郷土料理を紹介します。ぜひお試しくださ
い。

① 煮干、干し鮎などは、5 ～ 6 時間水に浸しておく。
② ①を 6 カップ、弱火にかけ、沸騰させないように時間
　 をかけだしを取る。
　（なければ、市販のだしのもとでもよい）
③ なすは、3 ～ 4cm の短冊切りにし水に浸す。たまねぎ
　 は薄く切る。油揚げは細く切る。
④ だし汁 6 カップを煮立て、なす、玉ねぎを入れる。
⑤ 玉ねぎに、火が通ったら、しょうゆ、みりん、塩を加
　 え、油揚げを入れる。
⑥ そうめんは、たっぷりの湯で 2 ～ 3 分茹で、すぐに冷
　 水に取り、洗う。
⑦ どんぶりに、そうめんを盛り、熱々の汁をかけ、好み
　 によりねぎを散らす。
　 ※冷たく冷やした汁で食べても、この時期はおいしいです。

　６月１１日（木）、市内の小・中

学生が参加し、新城文化会館

で合唱交歓会が行われました。

皆さんからの情報をお待ちしています

今月の表紙

　広報しんしろ「ほのか」では、この「しみんのトビラ」への情報をお
待ちしています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話を
お寄せください。

新
城
音
楽
祭
参
加
者
募
集

　
奥
三
河
音
楽
連
盟
で
は
、
第
35

回
新
城
音
楽
祭
の
参
加
者（
団
体
・

個
人
）を
募
集
し
ま
す
。

　
11
月
８
日

（日）

　
文
化
会
館
（
は
な
の
き
広
場
、

　
大
ホ
ー
ル
）

　
独
唱
、
独
奏
、
重
唱
、
合
唱
、

　
重
奏
、
合
奏
、
そ
の
ほ
か

　
１，
０
０
０
円

　
参
加
希
望
者
は
、
８
月
31
日

（月）

　
ま
で
に
、
奥
三
河
音
楽
連
盟
事

　
務
局
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
詳
細
要
領
・
申
込
書
は
、
新
城

　
文
化
会
館
、
ち
さ
と
館
、
鳳
来

　
総
合
支
所
、
作
手
総
合
支
所
に

　
あ
り
ま
す
。

主
催
　
奥
三
河
音
楽
連
盟
　
　
　

共
催
　
市
教
育
委
員
会

中
宇
利
丸
山
の
蛇
紋
岩
植
生

�
県
指
定
文
化
財（
天
然
記
念
物
）

�
昭
和
55
年
2
月
12
日
　
指
定

奥
三
河
音
楽
連
盟
事
務
局

村
田
真
弓
　
�
23
‐
7
6
0
3

そ う め ん

◆ 作り方

�かけ汁
　だし汁（煮干、干し鮎など）6カップ

　しょうゆ　　　　　　　　　 大4

　みりん　　　　　　　　　　　大4

　塩　　　　　　　　　　　　　小1

◆ 材料（4人分）

　
市
南
部
の
中
宇
利
に
は
、
高
木
が

育
た
な
い
独
特
の
景
観
が
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
景
観
は
、
蛇
紋
岩
と
呼
ば
れ

る
地
質
の
独
特
の
作
用
に
よ
っ
て
、
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
蛇
紋
岩
地
帯
の
植
物
の
特
徴
は
、

ほ
か
の
地
域
の
同
じ
種
類
の
植
物
と

比
べ
、
葉
が
細
く
な
っ
た
り
、
花
が
小

さ
く
な
っ
た
り
、
葉
の
表
面
が
つ
る
つ

る
し
た
り
す
る
変
化
が
表
れ
ま
す
。

そ
の
蛇
紋
岩
地
帯
の
中
で
も
極
め
て

育
ち
が
悪
く
、
興
味
あ
る
現
象
が
認

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
中
宇
利
に
あ
る

丸
山
で
、こ
の
辺
り
一
帯
が
愛
知
県
の

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
中
宇
利
丸
山
の
特
徴

　
こ
こ
で
は
、
樹
高
２
〜
３
ｍ
ほ
ど
の

生
育
の
悪
い
「
ア
カ
マ
ツ
」
が
主
木
と

な
っ
て
指
定
地
内
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
丈
の
低
い
「
ネ
ザ
サ
」
、「
ス
ゲ
」

や
「
ス
ス
キ
」
な
ど
が
ま
と

ま
っ
て
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
変
形
し

た
植
物
と
と
も
に
、
国
や

県
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
た
も
の
が
多
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
蛇
紋
岩
地
帯
に
生
育
す

る
植
物
の
う
ち
、
日
当
た

り
の
良
い
場
所
に
見
ら
れ

る
「
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
」
や
「
ユ

リ
科
の
ヤ
マ
ガ
シ
ュ
ウ
」
、
県

内
で
は
本
市
の
み
で
分
布

し
て
い
る
「
ヒ
ロ
ハ
ダ
ン
ド
ウ

ツ
ツ
ジ
」
、
四
国
や
九
州
北

部
で
ま
れ
に
見
ら
れ
て
、ス

ス
キ
に
似
て
い
る
が
葉
が
柔

ら
か
く
て
少
な
い
イ
ネ
科
の
「
ウ
ン
ヌ

ケ
」
な
ど
、
１４
種
類
の
貴
重
な
植
物

が
今
で
も
こ
こ
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
こ
は
、
平
成
１３
年
度
に
採

取
さ
れ
た
「
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
」
に
つ
い
て
、

分
類
学
的
研
究
の
結
果
、マ
ツ
ム
シ
ソ

ウ
の
新
変
種
「
ミ
カ
ワ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
基
準

標
本
地
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
植
物
が
多
く
見
ら
れ
る
場
所
は

ど
こ
で
も
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
植
物
は
、
地
形
や
地
質
な
ど
の

諸
条
件
を
満
た
し
て
初
め
て
生
育
で

き
る
わ
け
で
、
お
の
ず
と
貴
重
な
植

物
が
多
い
場
所
は
特
定
さ
れ
ま
す
。

◆
文
化
財
を
守
る
た
め
に

　
国
、
県
や
市
の
文
化
財
と
し
て
指

定
を
受
け
て
い
る
地
域
や
モ
ノ
な
ど

に
対
し
て
、
何
か
を
行
う
時
に
は
、
必

ず
所
有
者
の
同
意
と
と
も
に
県
や
市

教
育
委
員
会
な
ど
へ
許
可
な
ど
の
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
宝
や
誇
り
と
し
て
、

こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
が
子
ど
も
た

ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

なぜお盆の時期に“そうめん”を供えるようになったかは
諸説ありますが、裏作として作った麦が収穫できたお礼
の意味が強いといわれ、小麦の加工品としての“うどん”

“そうめん”が供えられるようになりました。　青年海外協力隊としてアフリカへ赴任す

ることとなった水田順子さん（新城・新城

中町）が、6月17日（水）市長を訪問しまし

た。

　赴任先では、現地の子どもたちにフラン

ス語の指導などを行います。

　東郷中学校２年生の職場体験が行われ、

6 月3日（水）から5日（金）まで、峰田拓哉さん

がじょうほう課を訪れ、市政番組の取材などを

体験しました。

�そうめん　　 400ｇ
�なす（中程度）　2本
�玉ねぎ（中玉）　１個
�油揚げ　　　　　１枚
�ねぎ（小口切）　適宜

467kcal
塩分8.2g

「
海
で
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
」

�
海
へ
お
出
掛
け
の
際
は
、

　
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
 

　
で
く
だ
さ
い
！

�
ボ
ー
ト
遊
び
や
釣
り
遊
び
の

　
際
は
、
子
ど
も
に
も
ラ
イ
フ

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
！

�
海
で
の
事
件
・
事
故
は
、

　
緊
急
電
話
１
１
８
番
へ
！

　
名
古
屋
海
上
保
安
部

海
上
保
安
庁
マ
ス
コ
ッ
ト

「
う
ー
み
ん
」

●問 ●em

な
か
　
う
　
り

ま
る
や
ま
　
　
じ
ゃ
も
ん
が
ん
し
ょ
く
せ
い

●問●時●所●￥ ●内●応

ゆ
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　舟着小学校で「プロ選手に学ぶ楽しいバスケット教室」が開催されました。

プロバスケットボールチーム「浜松・東三河フェニックス」の選手 3 人とコ

ーチが訪れ、児童は選手たちと交流しながら、楽しくバスケットボールの指

導を受けました。

 市内からごみや不法投棄をなく

すため、しんしろクリーンフェス

タを開催しました。子どもからお

年寄りまで多くの方が清掃活動を

行いました。

　協和小学校の児童が作った絵本「アマゴ物語」が、昨年度「あいち環

境絵本」で入選しました。協和小学校では、その入選作品の展示と、環

境絵本の読み聞かせが行われました。

　八名小学校で親子で学ぶ防災体

験学習が行われました。この学習は、

親子で参加することにより、地域

の防災に対する意識を高めること

を目的としています。

　6月1日（月）から6月7日（日）までの水道週間に合わせ、水道見学会を開催し

ました。大島ダムや鰹淵浄水場などの水道施設を見学し、水がどのように家

庭まで届けられるのかを学びました。
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257

257

JR飯田線

至
浜
松

下吉田

新東名ルート

至黄柳野

本
長
篠
駅

鳳
来
総
合
支
所

本長篠

乗本

有
海

至
新
城
市
街

至湯谷

豊川

宇連川

151

山吉田小前

山
吉
田

　
小
学
校

山
吉
田

　
小
学
校

　
昭
和
35
年
５
月
、
地
域
住
民
の
願
い

で
あ
っ
た
新
校
舎
が
竣
工
し
た
。
当
時

は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
二
階
建
て
。
今
も
立
派
な
そ
の
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
校
舎
が
、
校
歌

の
二
番
に
あ
る
「
白
銀
の
ま
な
び
や
」

だ
。
当
時
の
在
校
生
に
よ
る
と
、
全
国

各
地
か
ら
校
舎
の
見
学
に
訪
れ
て
い
た

そ
う
で
、
「
す
ご
い
校
舎
で
勉
強
し
て

い
る
ん
だ
」
と
誇
ら
し
か
っ
た
と
い
う
。

地
元
財
産
区
の
多
大
な
協
力
を
得
て
完

成
し
た
白
く
輝
く
こ
の
校
舎
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
誇
り

で
も
あ
っ
た
。

　
屋
上
で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
声
が
響
い

た
時
代
も
あ
っ
た
。
校
舎
か
ら
運
動
場

に
向
か
っ
て
備
え
付
け
ら
れ
た
滑
り
台

で
は
、
ロ
ウ
を
塗
っ
て
つ
る
つ
る
に
し

て
滑
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
石
で
で
き

た
こ
の
す
べ
り
台
で
は
、
今
も
子
ど
も

た
ち
が
、
ズ
ボ
ン
の
お
尻
が
破
れ
る
の

を
覚
悟
で
遊
ん
で
い
る
。

　
こ
の
校
歌
は
、
新
校
舎
が
竣
工
し

た
５
年
後
の
昭
和
40
年
に
制
定
さ
れ
、

そ
の
年
の
学
習
発
表
会
で
披
露
さ
れ

た
そ
う
だ
。
初
め
て
校
歌
を
歌
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
今
で
は
40
代
半
ば

か
ら
50
代
。
親
と
な
り
、
そ
の
息
子
・

娘
た
ち
が
校
歌
を
歌
い
継
い
で
い
る
。

　
卒
業
生
た
ち
に
「
今
で
も
校
歌
を

歌
え
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
て
み
た
。

皆
「
山
の
い
た
だ
き
　
ほ
の
ぼ
の
と

〜
♪
」
と
一
番
の
歌
詞
が
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
メ
ロ
デ
ィ
と
な
っ
て
湧
い
て
出

て
き
た
。
そ
の
表
情
は
、
一
瞬
に
し

て
小
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
に
、
朗
ら
か
で
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
た
。

　
今
回
の
取
材
で
、
６
年
生
を
中
心
に
、

親
子
で
校
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
恵
ま
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
歌
声
か
ら
は
、
「
僕
た
ち
が
未

来
に
は
ば
た
い
て
い
く
ん
だ
。
」
と

い
う
勢
い
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。

親
た
ち
の
歌
声
か
ら
は
、
三
番
の
歌

詞
に
あ
る
「
未
来
の
子
」
へ
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
自
分
た
ち
が
「
未

来
の
子
」
だ
っ
た
時
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
大
人
た
ち
の
思
い
―
子
ど
も

た
ち
の
明
る
い
未
来
を
、
山
吉
田
の

み
ん
な
で
作
っ
て
い
こ
う
、
支
え
て

い
こ
う
―
。

　
自
分
が
「
未
来
の
子
」
と
し
て
育
ち
、

今
は
親
と
な
っ
て
「
未
来
の
子
」
を

育
て
る
。
山
小
っ
子
の
元
気
な
歌
声
が
、

今
日
も
響
き
渡
る
。

　
校
歌
の
印
象
を
尋
ね
る
と
、
6
年
生

の
女
の
子
が
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
山
吉
田
小
学
校
の
校
歌
は
、
山
吉

田
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
、
と
て
も
歌

い
や
す
い
校
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
」

　
校
歌
か
ら
ど
ん
な
山
吉
田
が
見
え
て

く
る
の
だ
ろ
う
。
歌
詞
に
あ
る
「
杉
の

子
」
、
「
白
銀
の
ま
な
び
や
」
、
「
未

来
の
子
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
校
歌
に

歌
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
景
色
を
探
っ
て

み
た
い
。

　
山
吉
田
は
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
な

地
域
で
あ
る
。
小
学
校
の
す
ぐ
裏
手

に
は
、
杉
を
は
じ
め
と
し
た
立
派
な

樹
木
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
校
歌

の
一
番
に
あ
る
「
杉
の
子
」
に
は
、

豊
か
な
山
林
に
囲
ま
れ
た
山
小
っ
子

た
ち
が
、
杉
の
木
の
よ
う
に
す
く
す

く
と
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

　
そ
ん
な
「
杉
の
子
」
た
ち
は
、
昭

和
48
年
こ
ろ
か
ら
、
愛
知
県
の
行
っ

て
い
る
「
み
ど
り
の
少
年
団
」
の
活

動
に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
の
主
な

活
動
内
容
は
、
山
の
維
持
や
活
用
に

関
わ
る
も
の
が
中
心
。
校
舎
の
周
り

に
あ
る
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ベ
ン
チ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
手
作
り
だ
。
活
動
拠

点
の
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
の
森
の
中
を
元

気
に
駆
け
回
り
、
タ
ー
ザ
ン
ご
っ
こ

を
す
る
子
ど
も
た
ち
。
「
杉
の
子
」

た
ち
は
学
校
で
も
山
の
中
で
も
す
く

す
く
と
育
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

  これから隔月で市民編集委員が、市内20校の小学校

を訪問します。各学校の校歌を通じ、子どもたちの

ようすやふるさとの姿を探っていきます。

    初回は、山吉田小学校をお届けします。

沿革

1873（明治6年）6月満光寺を仮校舎として創立。

学校の特色

「未来（あす）の子館活動」

グラウンドゴルフ大会、ふれあい食事会、黄柳野

小との交流会など。

山の学習、ことばの検定など

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

S33年

H21年

65人    59人     94人    73人    73人    73人    437人

12人      9人       7人       6人    14人    13人      61人

山吉田小学校区域図

新 城 市

手作りプランター

ターザンごっこ

昭和40年代の「白銀のまなびや」

校歌を斉唱する親子

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
今
回
の
取
材
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
歌
声
や
明
る
い
笑
顔
、
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
、
地
域

の
方
た
ち
の
学
校
に
か
け
る
熱
い
思
い
。

　
全
て
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
く
学
校

や
ふ
る
さ
と
の
姿
を
、
心
温

ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
10
月
号
で
黄
柳

野
小
学
校
を
紹
介
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
学
校
や
校

歌
に
寄
せ
る
思
い
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
土
谷
・
古
田
）

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
岩
瀬
正
雄

 
 

　
　
　
　
作
曲
　
鈴
木
　
清

 
 

　
　
　
　
昭
和
40
年
１
月
30
日
制
定

一
　
山
の
い
た
だ
き
　
ほ
の
ぼ
の
と

　
　
東
三
河
に
　
朝
が
き
た

　
　
わ
か
い
希
望
が
　
わ
き
あ
が
る

　
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も
　
杉
の
子
だ

　
　
お
お
山
吉
田
　
お
お
山
吉
田
小
学
校

二
　
わ
た
る
そ
よ
風
　
さ
わ
や
か
に

　
　
白
銀
の
ま
な
び
や
　
陽
に
映
え
る

　
　
つ
よ
く
明
る
く
　
の
び
て
い
く

　
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も
　
は
げ
む
子
だ

　
　
お
お
山
吉
田
　
お
お
山
吉
田
小
学
校

三
　
し
ず
か
に
暮
れ
る
　
黄
柳
川
よ

　
　
み
の
り
ゆ
た
か
な
　
ふ
る
さ
と
の

　
　
天
地
の
め
ぐ
み
　
う
け
つ
い
で

　
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も
　
未
来
の
子
だ

　
　
お
お
山
吉
田
　
お
お
山
吉
田
小
学
校

山
吉
田
小
学
校

校
歌

ぎ
　
ん

あ

す



広報しんしろ［ほのか］　2009.8 30

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w

w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

20年 17

26

9

0

0

0

18

30

12

18

30

12

84

93

9

21年

増減

6月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

127

121

－6

1

3

2

140

151

11

141

154

13

585

587

2

20年

21年

増減

分

累計
6月末
現在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

能 登 瀬いきいき広 場

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

新城保健センター

東部高齢者生きがいセンター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第1会議室

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

8/3（月）　午前9時　（要予約）

8/3（月）　午前10時　（要予約）

8/18（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

8/26(水）午前10時（健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

8/13（木）午前10時～午後3時※10日（月）正午までに要予約

8/28（金）午前10時～午後3時※25日（火）正午までに要予約

8/12（水）、26（水）　午後1時～4時（要予約）

8/6（木）、20（木）　午後1時～4時

8/5（水）、19（水）　午後1時～4時

8/10（月）　午後1時～4時

8/14（金）　午後1時～4時

8/12（水）　午後1時30分～3時30分

8/26（水）　午後4時～8時　（要予約）

8/11（火）、25（火）午前10時30分～午後2時30分

8/18（火）　午後1時～4時　（要予約）

8/11（火）　午後1時～4時

8/25（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

8/1（土）、15（土）　午前9時～正午　（要予約）

8/8（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

23-8551

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

56
人

54
人

29
人

44
人

387
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機
関

の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望
者

　
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・
職
務

　
経
歴
書
な
ど
各
種
書
類
の
書

　
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
会

　
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、
求

　
人
条
件
に
関
す
る
相
談

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
5
月
末
現
在
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

8月3日（月）午後7時45分～ほか

8月17日（月）午後6時15分～ほか



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
全
土
の
80
%

以
上
が
氷
床
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ど

の
地
図
を
見
て
も
白
く
描
か
れ
て
い

る
の
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

私
も
30
数
年
来
こ
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
を
上
空
か
ら
眺
め
て
き
て
い
る
が
、

2
0
0
6
年
ま
で
は
真
夏
で
も
白
い

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
し
か
見
た
こ
と
が

な
い
。
北
極
海
と
同
様
に
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
も
真
夏
で
も
白
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
。
（
写
真
上
段
）

　

　
2
0
0
7
年
の
夏
は
北
極
海
の
氷

が
観
測
史
上
最
大
に
溶
解
し
た
年
で

あ
る
。
そ
の
北
極
圏
に
位
置
す
る
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
が
溶
け
て
茶
色

の
地
肌
を
見
た
の
も
2
0
0
7
年
で

あ
る
。
そ
し
て
、
2
0
0
8
年
の
８

月
に
は
白
い
氷
床
が
溶
け
て
ほ
と
ん

ど
が
茶
色
の
地
肌
が
の
ぞ
い
て
い
る
。

（
写
真
下
段
）
こ
れ
は
、
北
緯
82
度
48

分
西
経
27
度
06
分
の
海
外
線
に
近
い

部
分
で
あ
る
。
も
し
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
の
氷
が
全
部
溶
け
て
し

ま
っ
た
と
し
た
ら
地
球
上
の

海
面
が
７
メ
ー
ト
ル
上
昇
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

温
暖
化
に
よ
っ
て
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
氷
が
溶
け
る
と
メ

キ
シ
コ
湾
流
の
還
流
が
止
ま

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
寒
冷
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
報

告
が
ア
メ
リ
カ
の
国
防
省
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
0
8
年
の
夏
も
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
高
気
圧
が

卓
越
し
て
お
り
、
温
暖
化
の

影
響
と
太
陽
熱
に
よ
っ
て
温

度
が
上
昇
し
、
氷
が
溶
け
て

地
肌
が
出
る
と
、
さ
ら
に
太

陽
熱
を
吸
収
し
て
氷
の
溶
解

が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
年
中
真

っ
白
い
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
今

ま
で
の
常
識
は
通
じ
な
い
ほ
ど
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
も
確
実
に
温
暖
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
思

わ
せ
る
光
景
で
あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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「白い氷床に覆われているグリーンランド」（2004年7月）

「茶色の地肌を見せるグリーンランド」（2008年8月）
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